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副校長  吉川 真由美                     

  

 前期の学びをしめくくる『あゆみ』― 手渡して、その子と一緒に紙面をのぞき込むとき、こちらもな

んだかドキドキしたことを思い出します。子どもたちの様々な反応に気持ちが呼応してしまい、全員に

渡し終えたときには、普段とはまた違う疲労感を覚えたものです。 

 その『あゆみ』を準備するために、この間、悩み続ける教員の顔を職員室で目の当たりにしてきまし

た。なかなかみんな苦しそうです。わたし自身もそうだったように、半年間の子どもたちの様々な姿が

思い浮かんできて、「Ｂかぁ…。でも、あの時のあの姿は文句なしのＡだよな。」なんて考えていると、

一人にかける時間に際限などありません。それでも、悩んで悩み抜いて決定した評価が絶対か、と問わ

れると、最後の最後まで揺れ動く自分がいたりします。子どもたちにしてみれば、誰しも、よい評価を

得たいに決まっています。頑張っているという自覚があればなおさらです。その頑張りがこちらに伝わ

っていればいるほど、３０人いれば３０通りの頑張りをたかだかＡＢＣの３通りに分けることのしんど

さです。 

一方で、３通りであったとしても、そこになんらかの根拠があることには間違いありません。『あゆ

み』は、この半年間、家族の次くらいに長い時間子どもたちに関わってきた担任が、とても紙面には収

まり切れない様々な思いを込めて形にするもの、あとは、それを受けた子どもたち自身がどのように自

分の中で消化していくか、にかかっていると思います。「思ったよりもよくなかった。」「こんなはずは

…。」という気持ちが湧いてくるかもしれません。それでもまずは自分の出した結果を自分の中にぐっ

と落とし込んでほしいと思います。「弱さを受け止める強さ」なくして、次のステップはありません。今

の自分のままです。評価をする側としては、一人ひとりの顔をひたすら思い浮かべて費やした時間がそ

の子の中になんらかの形で生きていくことを願うばかりです。 

 …と言いつつ、『あゆみ』は長い人生における限られた期間の、限られた姿を、限られた人間が、限ら

れた手段で表したものに過ぎません。すなわち、未来に限りない可能性のあるその子の真の価値を測る

ものではないということです。だから一喜一憂するには及ばす！生きてきた時間より生きていく時間の

方が圧倒的に長い子どもたちに、この先どんな変化が訪れるかは誰にもわかりません。そんな中で、今

「この子はこうだ！」と決めつけることの、なんと無意味なことか！また、「期待された子どもが、そう

でない子どもより伸びる」ことは、教育学的に実証されていることでもあります。そういうわけで、教

職員一同、後期もめいっぱい子どもたちに期待していきたいと思います。 

 最後に。『あゆみ』に向かう教員には、「学習評価は、その指導で、目の前の子どもたちに『どれだけ

の力と自信を身に付けることができたのか』を自らに問いかけることだ。」と伝えています。『あゆみ』

は、子どもの学びと、それに関わった教員の指導のあゆみの足跡です。 
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子どもと先生の『あゆみ』 
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運動会に向けた活動               
 １０月１５日（土）に予定している運動会に向けて、校内では様々な活動が行われています。 

○６年生による運動会係活動 
  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○運動会練習の様子 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去２年間の運動会は、２学年ごとの分散開催だったこともあり、

児童の運動会に向けた係活動は限定的でした。今年度は全校開催とい

うことで、６年生の児童のみではありますが、児童の係活動が復活し、

準備を進めています。 

６年生児童全員が、式典、応援団、全校ダンス、用具、放送、得点、

ファンファーレ、運動会掲示の８つの係に分かれて活動しています。

９月１３日（火）の６校時の運動会係活動の時間には、役割分担を決

めたり、活動内容について真剣に話し合ったりする姿が見られまし

た。また、体育館では、３年ぶりに復活する応援団が掛け声と手拍子

で運動会を盛り上げようと熱心に練習に取り組んでいました。 

運動会本番に向けて、休み時間等も使って準備を進めていきます。

当日は運動会を支える６年生児童の頑張りにもぜひご注目ください。 

休み時間には低学年

リレー、高学年リレー

の代表選手がリレーの

練習に取り組んでいま

す。本番に向けて、バト

ンパスの精度やコーナ

ーを走る技術を高めて

いきます。 

９月１５日（木）から、各学年の運動会に向けた練習が本格的に

スタートしています。毎日、それぞれの学年が演技で使う音楽が聞

こえてきて、運動会シーズンの雰囲気が一気に高まっています。 

一つひとつの細かい動きの練習はもちろんのこと、どのような

心構えで取り組むのかということも大切にして練習を積んでいま

す。当日に向けて、各学年力を合わせて、運動会をよりよいものに

するために取り組んでいきます。ご家庭でのサポートも、引き続き

よろしくお願いいたします。 
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１５０周年記念写真撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グリーンカーテン 
 

 

 

 

３年 ＯＫストア見学 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

運動会について 
１０月１５日（土）予備日①１６日（日） ②２２日（土） ③２３日（日） 

全校実施 ９：００～１４：２５ 
・今年度は、延期の場合も平日開催とはせず、土日での開催とさせていただきます。 

・保護者の参観は、１家庭につき２人までとさせていただきます。 

・全校種目（大玉送り・神奈川音頭）は行いません。 

・今年度は、午前中に１～３年生、午後に４～６年生中心にプログラム編成をして  

います。ご来場の際はお時間の調整をしていただけますと幸いです。 

・児童は、教室で弁当を食べます。ご準備をお願いします。 

※今後の状況により内容を変更することがあります。参観の仕方に関する詳細は、

９月１６日（金）配付の「運動会についてのお知らせ」をご覧ください。参観場

所の譲り合い等、皆様のご理解、ご協力をお願いいたします。 
 

夏の期間、こやすキラキラ応援隊のご協力のも

と、校舎と校庭の間にグリーンカーテンができて

いました。児童の栽培委員会も世話をしました。

アサガオやフウセンカズラの蔓が校舎２階の高さ

まで伸び、優しい緑が目に飛び込んできていまし

た。こやすキラキラ応援隊の皆様、ご協力ありが

とうございました。 

今年度、１５０周年を迎える子安小学校では、様々な取り組

みを計画しています。その一環として９月２２日（木）に航空写

真・学年写真、２９日（木）にクラス写真の撮影を行いました。 

航空写真では、空から見ると１５０周年をお祝いする図柄に

なるように全校児童と教職員が色のついたエプロンを身に付け

て決められた場所に立って撮影しました。なかなか全校児童が

集まって取り組む活動ができない中で、思い出に残る時間とな

りました。学年写真、クラス写真を含め、購入については、後

日配付されるお知らせをご覧ください。 

 

社会科の学習の一環として、３年生がＯＫストア

新子安店へ見学に行きました。店内では、どのように

商品の棚を管理しているかを調べたり、商品に興味

をもってもらうための工夫についてお話を聞いたり

しました。スーパーマーケットの秘密を知ろうと、熱

心に見学をする子どもたちの姿が見られました。店

長さんには丁寧に質問に答えていただき大変有意義

な学習になりました。ご協力、ありがとうございまし

た。 


